この度 は貞 夫に 結構なる 御 品 御 贈り 下され ありがた 

く 存じ 候、 お 約束の 写真よう よう 昨日で き 上が リ候間 

おん 

二 枚 さし 上げ 申し 候、 内 一枚 は 上田の 姉に 御 届け 下さ 

れ たく 候、 ご覧の ^ ^ とくます ます 肥え太りて もはや 

祖父 様のお 手に は 荷が 少々 勝ち 過ぎる ように 相成リ 候、 

ひざ 

されば このごろ はた だお 膝の 上に はい 上がりて だ だ を 

こども 

こねお り 候、 この 分に て は 小生が 小 供の 時き き 候と 同 

むかしばなし 

じ昔噺 を 貞坊が 聞き 候 こと も 遠 かる まじと 思われ 候、 

これ を 思えば 悲しい とも うれしい とも 申しよう なき 感 

これ ありこれ 必ず 悲喜 両方と 存じ 候、 父上 は 何 を 申す 

も 七十 歳い かに 強壮に まします とも 百年の ご 寿命 は 望 



み 難く、 去年まで は 父上 父上と 申し上げ 候を貞 夫で き 

候て 後 われら 夫妻が いっとな く 祖ハ； < 様と お呼び 申す よ 

う 相 成リ候 以来、 父上 ご 自身 も 急に 祖父 様ら しくなら 

ういまご 

れ 候て 初孫 あやし ホ クホク 喜びた もう を 見て はむしろ 

涙に ござ 候、 しかし 涙 は 不吉 不吉、 ご覧 候え われら 一 

家の いかばかり 楽しく 暮らし 候 か を、 父上 母上 及び わ 

はるがすみ ベ 

れら 夫妻と 貞 夫の 五 人！ 春霞た なびく 野辺と いえ 

ども わが 家の のどけ さに は 及ぶ まじく 候 

ここに 父上の 祖 ハル 様ら しく なられ 候に 引き換えて 母 

上 はます ます 元気よ ろしく ことに 近 ごろ は 『ヮ ッぺゥ 

さん』 という あだ 名まで 取られ 候て、 折り 折り 『おしや 



ベ り』 と 衝突な され 候 ことこれ また 貞 夫よりの 事と 思 

えば おかしく 候、 『おしゃべり』 と 申せば 皆様す ぐと 小 

お ま さ 〈- 

生の 事に 思し 召され 候 わば 大 違いに 候、 妻の ことに 候、 

あ の 言葉 少なき 女が 貞夫 でき 候て 以来 急 に 口数 多く 相 

成り 近来 はます ます はげしく 候、 そして そのお しゃべ 

あいて こっけい 

りの 対 手が 貞夫 というに 至 つ て は 実に 滑稽に ござ 候、 

先夜 も 次の間に て 貞夫を 相手に 何 かわからぬ こと を 申 

しおり 候 間 小生、 さような 事 を 言う とも 小 供に はわ か 

らぬ 少し 黙って いてお くれと 申し 候と ころ 

『ソラ ごらん、 坊やが やかまし いこと をお 言 いだから 

父 様の ご用のお 邪魔に なると サ』 



りました』 などと まぜ 返し を 申し 候 ことなり、 いよい 

きゅうへ い 

よ 母上 はやつ きとな りたもう て 『お前 は カラ 旧 * だ 

から 困る』 と 答えられ 候、 『世 は 逆さまに なり かけた』 

と 祖め様 大笑いい たされ 候 も 無理なら ぬ 事に ござ 候 

先日 貞夫少 々風邪の気 ありし 時、 母上 目 を 丸く し 

『小児が 六 歳までの 間に 死にます 数 は 実に おびただし 

うち 

いもので ヮ ッぺゥ 氏の 表に は 平均 百 人の 中 十五 人 三分 

しる 

と 記して ござります』 

くちょう 

と 講義録の 口調 そっくりで 申され 候 間、 小生 も 思わず 

ふきだし 候、 天 保 生まれの 女の 口から ヮ ッぺゥ などい 

う 外国人の 名前 を 一 種 変て こりん な 発音に て 聞かされ 



候 こと ゆえ そのお かし さまた 格別な りし かば、 ついに 

『ヮ ッぺゥ さん』 の 尊号 を 母上に 奉る ことと 相成リ 候、 

祖父 様の 貞夫を あやした もう 時に も 

『ヮ ッピョ 1 ヮッピ ョ 1 嬝 ッぼッ まゥ = 

と 調子 を 取られ 候く らい、 母上 もまた あえて 自ら ヮッ 

ぺゥ氏 を もって 任じ おられ 候、 天 保で きの 女ヮ ッぺゥ 

と 明治 生まれの 旧弊 人との 育児 的 衝突と 来て は 実に 珍 

無類の 滑稽に て、 一家 常に 笑声 多く、 笑う 門に は 福 来 

ことわざ 

たるの 諺 で 行けば、 おいおいと 百 千万 両 何の その、 

みつい 

岩 崎 三 井に も少々 融通して やる よう 相 成る ベ きかと 

内々 楽しみに いたしお り 候 



しかし 今 は 弁当 官吏の 身の上、 一 つのう ば 車 さえ 考 

えものと いう 始末 なれ ど、 祖 ハル 様に は貞夫 もはや 重く 

抱かれ かね 候えば、 乳母車に 乗せて そこら を 押し まわ 

したき お望みに 候 間近々 大憤発 を もって 一 つ 新調 をい 

たす はずに： P 

一 輛 のうば 車で 小児 も 喜び 老人 もまた 小児の ごと 

く 喜びた もうかと 思えば、 福 はすで にわが 家の 門 内に 

巣 食いお り 候、 この 上 過分の 福 はいらぬ 事に 候 

今夜 は 雨降りて まことに 静かなる 晚に 候、 祖 ハル 様と 

さい ま 

貞夫 はすで に 夢 も なげに 眠り、 母上と 妻 は 次の 室に て 

何事 か 小声に 語り合い、 折り 折り 忍びやかに 笑う さま、 
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